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セ・ア股電気泳動の開発者 J.Kohn 博士を迎えて
電気泳動学会春季大会

第 36 ["[ï店主1泳動乍会 (j字大会が. 6 月 6. 7 円の凶]

円 . 'fU~[I!記念会館(東京市l新世i区大京町)において .

~t トl元(j・);;会会長(虎の1"1病院}の下に洲備さ itた . 本

学会は . 1US.ìidh という 一つの分離分析技術を阪 とす

る ユニークなものであり . 今大会でも . 1内糾， 外科.

臨床検N.学. 臨床向型I!学. 法医学. ~医7. '1 化学.

'U均学にわたる広範な分'fから . 医師. 倹]'1技師 . Mi

IQ\研究内 '" 248 名が ・常に会し . それぞれの分併で得

た姐lはや研究J占拠を持ち・~っ て . if;~む討論がIThit

た . そもそむ健気i本動ρ'ì~会，~ . 1 950 俸に . そのがj身で

ある llí 白泳動研究会が充足したことに端を発 してい

る . その 9 rJに . r則内包S.~泳動研究会と合協して宿主t

i~( oIIhlilf究会となり . [， ;1年 1 1 JI に 1:1第 1 1!!1 1-l 0)1Ü:"~ì*動

研究会が1湖かれて. 児五十長三時 1 :が初代会長に選任さ

れた. さ占に 1 957 1ド の立~9 凶ft! :.<U本動研究会におい

. [，，1研究会 1:1先例的に解消さIt. '， U気M<(~学会が役

立占れるにセっ た . そ し て . llí年秋に |財1111 される総会

の回数は その まま ~t1縦がれ. 1期点支部大会は作季大

会と改称された .

~"{:会には . 1961 !I '， に:1i'1íi!された学会計(児 limが

あり . 償問lt r'l，物物珂化学j に凶賊された優れた研

究業Ii'にi:t t..授うされているが. さ つ に本年は . 1983 

{1:. t': !U J;( でl矧他された第 31n][司際fü~\i本動学会(平持

秀松大会会長) を記念し . 1世鮮がJレベルでm~t泳動伎術

のIla発 Hよび応問に寄与した俺れた研究~為1 を!Mnず

る干Jt-nが. 官i たにl!.<IJË されており . 今大会 I~ J;いて

1il 1 1司の、ド1ドnがセル ロースアセテート(セ ・ ア ) l゚.11U 

気 i血勤 の 1>>15U\' の・ 人である ].Kohn 怖 UThe

ROI'a1 M良悶ten 1-1 0叩it a() に綬うされ. [，，1 附 l による

受杭J荷凶が.. ~JO yettrs or cellulose acctate clcctro 

phorcsis: mcthcxlology and ::t ppli cíu Îon' と越 し て Ii

われた .

ょた . 大会副HJの午後. →般 I~~姐に先立って . 醇諜

結合性免1長グロプ リン 検討小型~n会 ('r， 'f剛史委員長

(i1~1í:医大 ) ) の級終報告が11'われた . 再手議結合性免疫グ

U プ リ ンの発見11 . 彼ll~紙t\ i泳車動による s魁話叫ばJ検f世EのJì成a北t見栄』の

- つ て

とや. 持定の筏!L'. との1則i型が見いだせない場合が多い

右どの1::1凶がfH嫡されて行り . 検 fi本かう臨床医への

唱J;'tに際 してのIií針作りが"I!ま』 ιていたむのである .

Or. J, Kohn 岬土による阻漬

今回のM終銀~m . 1 980 !ドか占進ゅ う れていた倹，1-/の

締的 < < りとい、え るむのである.よれま での活動の

総泌がtll~ される とと もに . r俳議結合作.免俊グロプリ

ン例の疾病分舗をするi姐合の約51(に!叫する従業 (8({ 胸1

60 作 11 1126 r1 H)J および '~事実結合性免疫グロプリ

ンの:-H脱例において7'イソザイ ム分幽の純i告をする

場合の 111$十 ( UI!拘 1 6 1 W， Z rJ IO II Hl J の慨貨が改めて

桁介された.

ー般rJí切でIJ . 新技術にl錯するむ の (1 21110 . 併ぷ制

作性免鋭グ u プリノ に l地ずるむ の印刷1.レタチ ン を

IIll ・た ~U主t泳動に l削 Y るむの (5 也}など 50 泌が. ず U

て II~占で報告された. 新技'llìに l期する品jj婚の中で 1 ;1: .

m主t泳動およびハタ ーン必裁の自動化1~1:'Jl j たむのが

I1 江1; . :, ~ "J-' ム J) I1:ll.! 1ヒ(~" ( 1' 1' [，晶 J~ . r世}JJ t 

，' . 符微J立の険:H思議 {菅野両11æ /l!il: . f也}な どが章U~

された . 活字決結合性免疫グロプリ ン に l則 し て 1;1 . H 絜. 

~1 î(tIj1独でむ LDH日. ..~ と 強い鋭利性壱示す. IgG-A 

II'J. ~1 lli白の例が. ~事 111 i.'i Ci'博 1 : うによ っ て 4申告され.

仰~，t~と 免l!f グ 口 プリンとの結合隙ÄIニ . 新たな疑問1が

陀ぷされた. レク チ ンの利JIIでは . allo A レ 7 チ ンJド

反応性 α 7 エ卜 7 ロテイ ンの制1lI 7 ー ヵ ー としてイi

gバ世が武IH刷l久間 1: うによ っ て骨j告された.

今λ;会では . IIM 1 0 分.付誼 4 分とい う比較的ゆとリ

のある 8.YlHI配分がなされていた二 と b あり . 例年に 4・

< i;再発な J・1識が行bhた. また . 特に/;1'の参加Ill' か

う t再発な質問がなされて J; 1) . 今後の本学会の~1.廷が

抑I!.~ で 3 る大会であ っ た . なお . iX l"lのm 37 何1u主i泳

動学会総会11 . 10 n 17. 18 U の IJ<iIJ . 熊本iIí~史文化

会館に );いて . 尚1Ii，'ì大会会j告の ドにl則前さ it る ('Æ

である (，1・ ，j~ "';~ 人総"研'J'tl併 '1，， 1ヒ7$ 戸図年総}
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